
❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

 

『
吉
村
屋
幸
兵
衛
関
係
書

簡
』
の
中
に
、
幸
兵
衛
が
大

間
々
に
い
た
頃
は
吉
田
孝
三

郎
と
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う

記
述
が
あ
り
、
ず
っ
と
疑
問

に
思
っ
て
い
た
謎
が
解
け
ま

し

た
。
そ

れ

は
、
毎

年

大

間
々
祇
園
祭
で
使
っ
て
い
る

大
太
鼓
の
寄
進
者
の
最
初
に

書
か
れ
て
い
る
吉
田
孝
三
郎

な
る
人
物
は
誰
な
の
か
と
い

う
疑
問
で
し
た
。
大
太
鼓
の

胴

に

は
「
？
政

四

年

巳

年 

吉
田
孝
三
郎 

須
永
惣
右
衛
門 

金
子
平
右
衛
門 

佐
藤
六
左
衛

門 

長
澤
小
兵
衛 

二
丁
目
若

者
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

須
永
、
金
子
、
佐
藤
は
戦
国

末
期
に
大
間
々
を
開
い
た

いい話 
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小
耳
に
は
さ
ん
だ 

の
生
糸
貿
易
商
に
な
り
ま
し
た
。
慶
応

四
年
、
明
治
元
年
に
は
売
上
げ
が
百
万

両
を
超
え
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。
明
治
政
府
は
生
糸
貿
易
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
明
治
二
年
に
横
浜

為
替
会
社
を
設
立
し
、
吉
村
屋
幸
兵
衛

が
頭
取
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
翌
年
に
は
大
蔵
省
の
金
融
制
度
視

察
団
の
一
員
と
し
て
、
伊
藤
博
文
ら
と

共
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。
帰
国
後
は
明
治
五
年
に
設
置
さ

れ
た
第
二
国
立
銀
行
の
設
立
に
も
大
株

主
と
し
て
参
画
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

明
治
十
一
年
、
幸
兵
衛
は
吉
村
屋
の

営
業
権
を
渋
沢
喜
作
（
渋
沢
栄
一
の
従

兄
）
に
譲
渡
し
て
引
退
隠
居
し
て
い
ま

す
。
幸
兵
衛
四
十
三
歳
の
時
で
し
た
。 

 
 

第３２７号  
令和４年11月１日発行 
 企画・編集 松﨑 靖 

 発行 ㈱足利屋洋品店 
みどり市大間々町4-1380（〒376-0101）        
 ℡0277-73-1212      

  Fax 0277-70-1066 

 
 

 

「
三
方
良
し
」
の
会
の
定
例
会
議
で

会
員
の
須
永
孝
治
さ
ん
か
ら
『
吉
村
屋

幸
兵
衛
関
係
書
簡
』
（
横
浜
開
港
資
料

館
発
行
）
と
い
う
分
厚
い
本
を
お
借
り

し
ま
し
た
。
須
永
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の

重
雄
さ
ん
は
郷
土
史
家
と
し
て
貴
重
な

郷
土
資
料
を
収
集
し
、
ご
先
祖
は
吉
村

屋
幸
兵
衛
と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

吉
村
屋
幸
兵
衛
（
天
保
七
年
～
明
治

四
十
年
）
は
、
十
七
歳
で
大
間
々
の
二

丁
目
で
糸
繭
商
を
始
め
、
安
政
六
年
、

横
浜
開
港
と
同
時
に
横
浜
に
店
を
移

し
、
ま
た
た
く
間
に
商
才
を
発
揮
し
て

「
横
浜
の
三
巨
頭
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

 

五
線
譜
の
ご
と
き
掃
き
目
に
柿
紅
葉 

 

我
家
の
庭
の
柿
の
老
木
は
、

六
十
年
以
上
も
甘
い
実
を
つ
け

て
き
ま
し
た
が
数
年
前
か
ら
実

が
少
な
く
な
り
、
今
年
は
十
個

足
ら
ず
の
実
が
全
て
鳥
の
ご
馳
走
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
柿

の
葉
っ
ぱ
は
例
年
と
同
じ
よ
う
に
落

ち
、
毎
朝
の
落
葉
掃
除
が
愛
妻
の
余
分

な
大
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
日
ま
で
の
落
葉
が
掃
き
清
め
ら
れ

た
庭
は
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
。

ほ
う
き
の
掃
き
目
が
五
線
譜
の
よ
う
に

残
り
、
そ
の
上
に
落
葉
が
音
符
の
よ
う

に
落
ち
る
と
秋
の
歌
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
で
す
。
で
も
、
毎
朝
掃
除
を
し
て

い
る
者
に
と
っ
て
は
そ
ん
な
悠
長
な
心

境
に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

郷
土
の
偉
人
・
吉
村
屋
幸
兵
衛 

第
三
百
二
十
八
号
は
令
和
四
年
十
二
月
一
日
（
木
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

た
ち
の
努
力
を
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

公
園
内
の
「
な
が
め
余
興
場
」
で
は
「
菊

花
寄
席
」
を
開
催
中
。
一
部
（
十
二
時

半
）
、
二
部
（
十
四
時
）
の
二
回
公
演

で
、
初
日
の
古
今
亭
始
、
三
遊
亭
鯛
好
、

春
雨
や
晴
太
さ
ん
か
ら
、
最
終
日
の
古
今

亭
志
ん
松
、
三
遊
亭
好
二
郎
、
春
風
亭
か

け
橋
さ
ん
ま
で
、
毎
回
三
人
、
八
日
間
で

二
十
四
人
の
若
手
噺
家
さ
ん
が
出
演
。
な

が
め
公
園
の
入
場
料
だ
け
で
菊
花
寄
席
は

入
場
無
料
で
す
。
将
来
有
望
な
人
気
噺
家

さ
ん
た
ち
の
話
芸
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 
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「
大
間
々
六

人
衆
」
の
子

孫
で
、
長
澤

小
兵
衛
も
町

の
歴
史
に
貢

献
し
た
人
物

で
し
た
。
吉

田
孝
三
郎
が

吉
村
屋
幸
兵
衛
だ
と
解
っ
た
こ

と
で
、
こ
の
太
鼓
が
文
政
四
年

で
は
な
く
安
政
四
年
だ
っ
た
と

解
り
ま
し
た
。
太
鼓
が
寄
進
さ

れ
た
百
六
十
五
年
前
、
幸
兵
衛

は
二
十
三
歳
の
若
者
で
し
た
。 

 

大
間
々
祇
園
祭
は
あ
と
七
年

で
四
百
年
を
迎
え
ま
す
。
私
た

ち
の
先
祖
が
代
々
大
切
に
し
て

き
た
祭
り
を
し
っ
か
り
と
後
世

に
継
承
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

虹の架橋は足利屋・さくらもーるアスクが毎月１日発行する地域新聞です。 

錦
秋
の
な
が
め
公
園
で 

第
六
十
五
回
『
関
東
菊
花
大
会
』 

 

今
、
な
が
め
公
園
で
関
東
菊
花
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
菊
人

形
の
テ
ー
マ
は
『
鎌
倉
殿
の
十
三

人
』
。
六
十
年
以
上
前
か
ら
な
が
め
の

菊
人
形
を
作
り
続
け
て
き
た
本
庄
市
の

菊
師
・
松
崎
福
治
さ
ん
の
息
子
さ
ん
と

娘
さ
ん
が
先
代
の
技
と
心
を
受
け
継
ぎ

伝
統
の
菊
人
形
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

ご
来
場
の
際
は
、
一
年
か
け
て
菊
を
育

て
た
人
た
ち
や
菊
人
形
を
つ
く
っ
た
人

 

世界一小さな  

  トイレ美術館 

ながめ公園で『関東菊花大会』 
開催中 11月23日（水）まで 

9時～16時（最終入園は15時半）   

一般400円 小・中学生200円 

期間中の菊花寄席は、11月3（木・祝）、 

5（土）、6（日）、12（土）、13（日）、19（土）、

20（日）、23（水・祝）＊寄席は入場無料 

 大野勝彦さん『出逢いに感謝』 

今月の題字 

田端啓子さん 
（みどり市東町） 

 毎日、富弘美術館の周辺を愛犬と一緒

に散歩している田端さんは、美術館のサ

ポーターとしても活躍。富弘美術館は多

くの地域の人たちに支えられています。 

 

熊
本
県
在
住
の
義
手
の
詩
画
作
家
・
大
野
勝
彦
さ

ん
が
今
年
も
『
大
野
勝
彦
色
紙
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
作

り
ま
し
た
。
一
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
「
出
逢
い
に

感
謝 

あ
な
た
の
こ
と
思
っ
た
だ
け
で
笑
顔
で
す 

頑
張
り
ま
す
」
、
十
二
月
は
「
今
の
う
ち 

自
分
で

動
け
る
今
の
う
ち 

お
い
し
く
食
べ
れ
る
今
の
う
ち 

 

あ
な
た
が
元
気
て
い
て
く
れ
る
今
の
う
ち 

人
の
お

役
に
立
て
る
今
の
う
ち 

今
の
う
ち 

今
の
う
ち 

あ
り
が
と
う
が
言
え
る
あ
な
た
が
い
て
く
れ
る
今
の

う
ち
」
と
い
う
言
葉
が
素
敵
な
絵
に
添
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
来
年
も
大
野
さ
ん
の
言
葉
と
共
に
一
年
を 

 

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
税
込
千
五
百
円
） 

靖ちゃん日記 
やっ 


